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1. 2022年3月期第3四半期の連結業績（2021年4月1日～2021年12月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年3月期第3四半期 26,389 ― 2,515 ― 2,606 ― 1,849 ―

2021年3月期第3四半期 20,660 △15.7 791 △54.1 761 △48.2 588 △49.7

（注）包括利益 2022年3月期第3四半期　　1,942百万円 （―％） 2021年3月期第3四半期　　692百万円 （△43.6％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2022年3月期第3四半期 451.10 448.50

2021年3月期第3四半期 147.14 ―

（注）「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用しており、2022年３月期第３四半期

に係る各数値については、当該会計基準等を適用した後の数値となっており、対前年同四半期増減率は記載しておりません。

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2022年3月期第3四半期 45,723 18,426 40.3

2021年3月期 35,050 15,080 43.0

（参考）自己資本 2022年3月期第3四半期 18,413百万円 2021年3月期 15,080百万円

（注）「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用しており、2022年３月期第３四半期

に係る各数値については、当該会計基準等を適用した後の数値となっております。

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年3月期 ― 30.00 ― 50.00 80.00

2022年3月期 ― 60.00 ―

2022年3月期（予想） 80.00 140.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 有

3. 2022年 3月期の連結業績予想（2021年 4月 1日～2022年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 37,000 ― 3,700 ― 3,700 ― 2,400 ― 585.43

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有

（注）2022年３月期の期首より「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号）等を適用するため、上記の連結業績予想は当該会計基準等を適用した後

の金額となっており、対前期増減率は記載しておりません。



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（注）詳細は、添付資料Ｐ．８「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項（会計方針の変更）」をご覧ください。

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年3月期3Q 4,717,895 株 2021年3月期 4,717,895 株

② 期末自己株式数 2022年3月期3Q 226,152 株 2021年3月期 716,570 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年3月期3Q 4,099,536 株 2021年3月期3Q 4,002,395 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達

成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想に関する事項について

は、添付資料３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間における世界経済は、各国において新型コロナウイルス感染症のワクチン接種が進み

感染症の拡大が抑制される中、個人消費等が緩やかに回復基調で推移していたものの、半導体不足や原材料価格の

高騰に加え、感染力の強いオミクロン株が世界的に拡大するなど、先行きは不透明な状況で推移いたしました。

わが国経済におきましても、緊急事態宣言の解除とワクチン接種の普及により、新規感染者も大幅に減少し、経

済・社会活動は緩やかに回復に向かいつつありましたが、半導体不足や原材料価格の高騰のほか、感染の再拡大へ

の下振れリスクもあり、景気の見通しは不透明な状況が続いております。

このような状況の中で当社グループは、今期が最終年度となる中期経営計画「SHINKA 2022」の達成のため、オ

ンラインやWebサイトを通しての販売活動など、現状の経営環境に適応した戦略を継続し、業績向上に努めてまい

りました。

その結果、当第３四半期連結累計期間における連結売上高は26,389百万円（前年同期は20,660百万円）、営業利

益は2,515百万円（前年同期は791百万円）、経常利益は2,606百万円（前年同期は761百万円）となり、親会社株主

に帰属する四半期純利益は1,849百万円（前年同期は588百万円）となりました。

なお、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を第１四半期連結会計期間の

期首から適用しております。そのため、当第３四半期連結累計期間における経営成績に関する説明については、前

第３四半期連結累計期間と比較しての増減額及び前年同期比（％）を記載せずに説明しております。詳細について

は、「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項（会計方針の変更）」を

ご参照ください。

セグメントの業績は、次のとおりであります。

①工作機械

国内市場におきましては、ものづくり補助金や事業再構築補助金などの経済政策や好調な半導体業界からの需要

を背景に産業用機械市場の回復が継続しております。売上につきましては、産業用機械業界向けの設備需要に支え

られ、安定して推移いたしました。受注につきましては、半導体関連向けを中心に幅広い業界から大型平面研削

盤、汎用平面研削盤、内面研削盤などの受注が継続し、前年同期を上回る結果となりました。

海外市場におきましては、米国では金型業界向けの需要が継続しており、汎用平面研削盤や大型平面研削盤など

を中心として受注は前年同期より大きく増加いたしました。売上につきましても、受注の増加により堅調に推移い

たしました。欧州ではワクチン接種の普及にともなう経済活動の再開や自動車産業の設備投資意欲の上昇に後押し

され、EV関連部品向けを中心に平面研削盤の需要が高まり、受注は前年同期を上回っております。また、好調な受

注を背景に大型平面研削盤の販売が貢献し売上も増加しております。中国でも前年度から引き続き堅調なEV関連部

品向けに大型平面研削盤や小型成形研削盤の需要が拡大し、売上、受注共に好調を維持しております。東南アジア

におきましても、設備投資の動きが活発化しており、売上、受注共に低調であった前年同期から回復しておりま

す。

以上の結果、売上高は17,875百万円（前年同期は14,427百万円）、セグメント利益（営業利益）は737百万円

（前年同期はセグメント損失167百万円）となりました。

②半導体関連装置

半導体市場におきましては、５Ｇスマートフォンの需要増加と新型コロナウイルスの感染拡大で普及した在宅勤

務やオンライン授業などの広がりによってパソコン、データセンター関連向けの半導体デバイスの需要が引き続き

高まっております。

このような状況の中で当社グループは、ポリッシュ装置やラップ盤の拡販に向けて、ウェーハ業界向けの新機種

開発やサポート体制の強化などの諸施策を進めて、拡大する半導体関連装置需要を着実に取り込んでまいりまし

た。その結果、受注につきましては、半導体業界で継続している設備投資需要が高水準を維持したことにより、国

内、東アジア、欧州の複数の取引先から半導体製造装置の受注を獲得するなど、前年同期から大きく増加いたしま

した。売上につきましても、旺盛な半導体需要が寄与し、国内、東アジア向けにウェーハ生産用のファイナルポリ

ッシャーの販売が増加するなど、前年同期を大きく上回る結果となりました。

以上の結果、売上高は8,514百万円（前年同期は6,232百万円）、セグメント利益（営業利益）は2,506百万円

（前年同期は1,658百万円）となりました。
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（２）財政状態に関する説明

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末と比較して10,673百万円増加し、45,723百万円とな

りました。主な要因は、受取手形、売掛金及び契約資産が2,376百万円減少した一方で、現金及び預金が8,143百万

円、棚卸資産が4,252百万円増加したことによるものであります。

当第３四半期連結会計期間末の負債の合計は、前連結会計年度末と比較して7,326百万円増加し、27,296百万円

となりました。主な要因は、短期借入金が3,043百万円、長期借入金（１年内返済予定の長期借入金を含む）が

1,539百万円減少した一方で、支払手形及び買掛金が2,277百万円、契約負債（前受金）が9,648百万円増加したこ

とによるものであります。

また、純資産は、前連結会計年度末と比較して3,346百万円増加し、18,426百万円となりました。主な要因は、

利益剰余金が、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上による増加1,849百万円、配当金の支払いによる減少440

百万円、「収益認識に関する会計基準」等の適用による減少435百万円等により986百万円増加したこと、及び新株

予約権の行使に伴う自己株式の処分2,115百万円によるものであります。

これらの結果、自己資本比率は前連結会計年度末の43.0％から40.3％となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

通期の連結業績につきましては、2021年５月13日に公表いたしました業績予想を修正しております。詳細につき

ましては、本日発表いたしました「業績予想及び配当予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,925 13,068

受取手形及び売掛金 9,391 －

受取手形、売掛金及び契約資産 － 7,015

商品及び製品 2,114 4,551

仕掛品 4,408 5,641

原材料及び貯蔵品 2,464 3,046

その他 232 762

貸倒引当金 △91 △98

流動資産合計 23,444 33,987

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 3,594 3,404

機械装置及び運搬具（純額） 2,453 2,575

その他（純額） 3,795 3,849

有形固定資産合計 9,844 9,829

無形固定資産 107 152

投資その他の資産

投資有価証券 90 254

退職給付に係る資産 889 944

その他 692 572

貸倒引当金 △18 △17

投資その他の資産合計 1,653 1,754

固定資産合計 11,606 11,735

資産合計 35,050 45,723

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 4,010 6,287

短期借入金 6,118 3,074

１年内返済予定の長期借入金 1,738 635

未払法人税等 120 211

前受金 2,473 －

契約負債 － 12,122

賞与引当金 373 195

製品保証引当金 24 44

その他 1,973 2,137

流動負債合計 16,832 24,709

固定負債

長期借入金 1,177 741

退職給付に係る負債 942 942

資産除去債務 118 119

その他 898 784

固定負債合計 3,137 2,587

負債合計 19,969 27,296

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 4,880 4,880

資本剰余金 － 145

利益剰余金 13,304 14,290

自己株式 △3,081 △973

株主資本合計 15,102 18,343

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 4 4

為替換算調整勘定 △319 △207

退職給付に係る調整累計額 292 274

その他の包括利益累計額合計 △22 70

新株予約権 － 12

純資産合計 15,080 18,426

負債純資産合計 35,050 45,723
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日

　至　2021年12月31日)

売上高 20,660 26,389

売上原価 15,097 18,192

売上総利益 5,562 8,197

販売費及び一般管理費 4,770 5,681

営業利益 791 2,515

営業外収益

受取利息 2 5

受取配当金 1 1

助成金収入 138 13

物品売却益 16 41

為替差益 － 111

その他 26 46

営業外収益合計 185 219

営業外費用

支払利息 111 74

為替差損 60 －

支払手数料 7 18

その他 36 36

営業外費用合計 216 128

経常利益 761 2,606

税金等調整前四半期純利益 761 2,606

法人税等 173 757

四半期純利益 588 1,849

親会社株主に帰属する四半期純利益 588 1,849

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日

　至　2021年12月31日)

四半期純利益 588 1,849

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 14 △0

為替換算調整勘定 89 111

退職給付に係る調整額 △0 △17

その他の包括利益合計 103 93

四半期包括利益 692 1,942

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 692 1,942

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　当社は、2021年９月10日開催の取締役会決議に基づき、2021年９月27日に発行した第三者割当による行使価額修正条項

付第１回新株予約権の行使による自己株式の処分により、当第３四半期連結累計期間において資本剰余金が145百万円増

加、自己株式が2,115百万円減少しております。

　この結果、当第３四半期連結会計期間末において資本剰余金が145百万円、自己株式が973百万円となっております。

（会計方針の変更）

　（収益認識に関する会計基準等の適用）

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）等を第

１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又はサービス

と交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。

　これにより、当社及び国内連結子会社は、製品の輸出販売の一部に関して、従来、船積日に収益を認識しておりました

が、契約条件に照らし合わせて顧客が当該製品等に対する支配を獲得したと認められる時点で履行義務が充足されると判

断し、検収又は据付完了時点において収益を認識する方法に変更しております。また、販売手数料等の顧客に支払われる

対価については、従来、販売費及び一般管理費に計上しておりましたが、売上高から減額する方法に変更しております。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従っており、第

１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半期連結会計期間の

期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

　この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は1,002百万円減少、売上原価は402百万円減少、販売費及び一般管理費

は15百万円増加し、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益はそれぞれ615百万円減少しております。また、

利益剰余金の当期首残高は435百万円減少しております。

　収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示していた「受取

手形及び売掛金」は、第１四半期連結会計期間より「受取手形、売掛金及び契約資産」に含めて表示することとし、「流

動負債」の「その他」に含まれていた「前受金」は、第１四半期連結会計期間より「契約負債」に含めて表示することと

いたしました。なお、収益認識会計基準第89-２項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度について新たな表

示方法により組替えを行っておりません。

　（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号  2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」という。）等を

第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」（企業会計基準

第10号  2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定める新たな会計方針

を、将来にわたって適用することといたしました。これによる四半期連結財務諸表への影響はありません。
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（単位：百万円）

報告セグメント
調整額
（注）1

四半期連結損
益計算書計上

額
(注）2

工作機械
半導体
関連装置

計

売上高

外部顧客への売上高 14,427 6,232 20,660 － 20,660

セグメント間の内部売上高
又は振替高 － － － － －

計 14,427 6,232 20,660 － 20,660

セグメント利益又は損失

（△）
△167 1,658 1,490 △698 791

（単位：百万円）

報告セグメント
調整額
（注）1

四半期連結損
益計算書計上

額
(注）2

工作機械
半導体

関連装置
計

売上高

外部顧客への売上高 17,875 8,514 26,389 － 26,389

セグメント間の内部売上高
又は振替高 － － － － －

計 17,875 8,514 26,389 － 26,389

セグメント利益 737 2,506 3,244 △728 2,515

（セグメント情報）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自2020年４月１日 至2020年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額△698百万円は、各報告セグメントに配分していない全

社費用であり、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自2021年４月１日 至2021年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．セグメント利益の調整額△728百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であり、

主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントの変更等に関する事項

会計方針の変更に記載のとおり、第１四半期連結会計期間の期首から収益認識会計基準等を適用し、収

益認識に関する会計処理方法を変更したため、事業セグメントの利益又は損失の測定方法を同様に変更し

ています。

当該変更により、従来の方法に比べて、当第３四半期連結累計期間の「工作機械」の売上高が85百万円

減少、セグメント利益が95百万円減少し、「半導体関連装置」の売上高が917百万円減少、セグメント利

益が534百万円減少しております。
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（重要な後発事象）

(新株予約権の行使による自己株式の処分)

2021年９月10日開催の取締役会決議に基づき、2021年９月27日に発行した第三者割当による行使価額修正条項付第１回

新株予約権の一部について、2022年１月１日から2022年２月９日までの間に、以下の通り行使され自己株式の処分が行わ

れております。

(１)　行使新株予約権の数　　　　　　　　　253個

(２)　処分した自己株式数　　　　　　   25,300株

(３)　行使価額の総額　　　　　　　　　106百万円

セグメントの名称 受注高（百万円） 前年同期比（％）
受注残高

（百万円）
前年同期比（％）

工作機械 25,291 180.7 16,764 199.0

半導体関連装置 28,106 275.0 32,557 334.7

         合計 53,397 220.5 49,322 271.7

セグメントの名称 販売高（百万円） 前年同期比（％）

工作機械 17,875 123.9

半導体関連装置 8,514 136.6

          合計 26,389 127.7

３．補足情報

受注及び販売の状況

（１）受注状況

（注）上記金額には、消費税等は含まれておりません。

（２）販売実績

（注）上記金額には、消費税等は含まれておりません。
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